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一　

は
じ
め
に

　

本
年
六
月
一
日
、
東
京
証
券
取
引
所
を
は
じ
め
と
す

る
全
国
の
証
券
取
引
所
に
お
い
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
版
（
以
下
「
改
訂
版
コ
ー

ド
」
と
い
う
）
が
、
ま
た
、
金
融
庁
に
お
い
て
、「
投
資

家
と
企
業
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下「
対
話
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公
表
さ
れ
た（
注

一
）。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
よ
り
実
質
的
な

も
の
へ
と
深
化
さ
せ
て
い
く
上
で
、
幅
広
い
関
係
者
に

お
い
て
、
今
般
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
の
改
訂
（
以
下
「
本
改
訂
」
と
い
う
）
お
よ
び
対
話

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
適
確
な
理
解
が
深
ま
り
、

実
効
的
な
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
改
訂
版
コ
ー
ド

お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
経
緯
、
内
容
等
に
つ
い

て
解
説
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

二　

本
改
訂
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

の
経
緯

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
、
二
〇
一
四
年

の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
策
定
（
二
〇
一
七

年
改
訂
）、
二
〇
一
五
年
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
策
定
な
ど
の
各
般
の
施
策
に
よ
り
、
一
定

の
進
捗
が
み
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
現
状
を
み
る
と
、

多
く
の
企
業
に
お
い
て
、
な
お
経
営
陣
に
よ
る
果
断
な

経
営
判
断
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
投
資

家
に
つ
い
て
も
、
企
業
と
の
対
話
の
内
容
が
依
然
と
し

て
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
企
業
に
「
気

づ
き
」
を
も
た
ら
す
例
は
限
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
金
融
庁
・
東
京
証
券
取

引
所
に
設
置
さ
れ
た
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー

ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
座
長
・
池
尾
和
人
立
正
大
学
経

済
学
部
教
授
。
以
下
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
と
い

う
）
に
お
い
て
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
以
降
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
進
捗
状
況
の
検
証
が
行
わ

れ
、
本
年
三
月
二
六
日
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
と
投
資
家
と
企
業
の
対
話
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
提
言（
以
下「
提

言
」
と
い
う
）
が
公
表
さ
れ
た
。
提
言
に
お
い
て
は
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
よ
り
実
質
的
な
も

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
と

「
投
資
家
と
企
業
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
解
説
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の
へ
と
深
化
さ
せ
て
い
く
た
め
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
が
提
言
さ
れ
、
ま
た
、
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
実
効
的
な
「
コ
ン
プ
ラ
イ
・

オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」
を
促
す
た
め
、
コ
ー
ド
の

改
訂
に
あ
わ
せ
、
機
関
投
資
家
と
企
業
の
対
話
に
お
い

て
重
点
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事
項
を
取

り
ま
と
め
た
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
が

提
言
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
全
国
の
証
券
取
引
所
に
お
い
て
提
言

で
示
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の

改
訂
案
に
つ
い
て
、
ま
た
、
金
融
庁
に
お
い
て
対
話
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
が
行
わ
れ
（
注
二
）、
本
年
六
月
一
日
に
改

訂
版
コ
ー
ド
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ

た
。三　

本
改
訂
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

　

本
改
訂
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
主
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
図
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
改
訂
お
よ
び
対

話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
提
言
に
お
い
て
示
さ
れ
た
大
き

く
五
つ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
め
ぐ
る

課
題
、
す
な
わ
ち
、
①
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

経
営
判
断
、
②
投
資
戦
略
・
財
務
管
理
の
方
針
、
③
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等
、
④
政
策

保
有
株
式
、
⑤
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
に
対
応
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
改
訂
お
よ
び
対

話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
企
業
に
お
け
る

〔図表１〕　本改訂および対話ガイドラインの主なポイント

建設的な対話

「対話ガイドライン」策定
（両コードの附属文書）

スチュワードシップ・コード
（2014年２月策定・2017年５月改訂）

コーポレートガバナンス・コード
（2015年６月策定）

コーポレートガバナンス・コード
改訂

機関投資家 企業

・経営環境の変化に対応した経営判断
・投資戦略・財務管理の方針
・ＣＥＯの選解任・取締役会の機能発揮等
・政策保有株式
・アセットオーナー

コーポレートガバナンス改革を巡る課題

•事業ポートフォリオの見直しなどの果断な経営判断とそれに
　基づく方針の明確化
•自社の資本コストの的確な把握

１．経営環境の変化に対応した
　　経営判断

•戦略的・計画的な設備投資・研究開発投資・人材投資等の実施
•手元資金の活用を含めた適切な財務管理の方針の策定・運用２．投資戦略・財務管理の方針

•客観性・適時性・透明性あるＣＥＯの選解任プロセスの確立
　（独立した指名委員会の活用等）３．⑴ＣＥＯの選解任

•取締役会がその役割を適切に果たすための十分な知識・経験・
　能力とジェンダー・国際性などの多様性の確保３．⑵取締役会の機能発揮等

•政策保有株式の保有目的や保有に伴う便益・リスクの検証と
　政策保有に関する方針の明確化４．政策保有株式

•自社の企業年金に運用に関する資質を備えた人材を計画的に
　登用・配置するなどの母体企業としての取組み５．アセットオーナー

コーポレートガバナンス改革を巡る課題 コーポレートガバナンス・コード改訂と
「投資家と企業の対話ガイドライン」策定のポイント

（※）これらの主なポイントについてコーポレートガバナンス・コードを改訂。
　　また，これらに関する機関投資家と企業との間の対話の実効性を高めるため「対話ガイドライン」を策定。
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適
切
な
情
報
開
示
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
も
、
コ
ー

ド
の
趣
旨
を
よ
り
明
確
に
す
る
改
訂
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
は
、
企
業
の

置
か
れ
た
状
況
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、「
コ
ン

プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」
の
手
法
を
採
用

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ

り
、
各
原
則
を
実
施
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を

説
明
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
の
意
見
書
（
注
三
）
に
お
い
て

は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
す
る
こ
と
を
所
与
の
も
の
と
し
て
、

説
明
（
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
）
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
傾

向
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
形
だ
け
コ
ン
プ
ラ
イ
す
る
よ

り
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
し
て
い
な
い
理
由
を
積
極
的
に
エ

ク
ス
プ
レ
イ
ン
す
る
方
が
、
評
価
に
値
す
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
と
の
指
摘
が
多
く
出
さ
れ
た
」
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
前
文
の
脚
注
に
お

い
て
は
、「
機
関
投
資
家
と
企
業
の
建
設
的
な
対
話
を

充
実
さ
せ
て
い
く
観
点
か
ら
は
、
各
原
則
を
実
施
す
る

場
合
も
、
併
せ
て
自
ら
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て

積
極
的
に
説
明
を
行
う
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
般
新
た
に
策
定
さ
れ
た
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、
そ
の
前
文
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
附
属
文
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
機
関
投
資
家
と
企
業
と
の
対
話
に
お

い
て
、
重
点
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事
項

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
内

容
自
体
に
つ
い
て
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス

プ
レ
イ
ン
」
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
企
業

が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
各
原
則
を

実
施
す
る
場
合
（
各
原
則
が
求
め
る
開
示
を
行
う
場
合

を
含
む
）
や
、
実
施
し
な
い
理
由
の
説
明
を
行
う
場
合

に
は
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
て
い
る
項
目

の
順
に
従
っ
て
、
本
改
訂
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
内
容
に
つ
い
て
解
説
を
行
う
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ド
改
訂
に
対
応
し
た
形
で
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
が
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
投
資
家
と
企
業
と
の
間
で
建
設
的

な
対
話
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

１　

経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
判
断
お
よ

び
投
資
戦
略
・
財
務
管
理
の
方
針

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

原
則
五
−
二（
経
営
戦
略
や
経
営
計
画
の
策
定
・
公
表
）

　

経
営
戦
略
や
経
営
計
画
の
策
定
・
公
表
に
当
た
っ
て

は
、
自
社
の
資
本
コ
ス
ト
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、

収
益
計
画
や
資
本
政
策
の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
と
と

も
に
、
収
益
力
・
資
本
効
率
等
に
関
す
る
目
標
を
提
示

し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

見
直
し
や
、
設
備
投
資
・
研
究
開
発
投
資
・
人
材
投
資

等
を
含
む
経
営
資
源
の
配
分
等
に
関
し
具
体
的
に
何
を

実
行
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
株
主
に
分
か
り
や
す
い
言

葉
・
論
理
で
明
確
に
説
明
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

一
．
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
判
断

一
−
一
．
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の

向
上
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
経
営
戦
略
・
経

営
計
画
等
が
策
定
・
公
表
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

こ
う
し
た
経
営
戦
略
・
経
営
計
画
等
が
、
経
営
理
念

と
整
合
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。

一
−
二
．
経
営
陣
が
、
自
社
の
事
業
の
リ
ス
ク
な
ど
を

適
切
に
反
映
し
た
資
本
コ
ス
ト
を
的
確
に
把
握
し
て

い
る
か
。
そ
の
上
で
、
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的

な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
て
、
収
益
力
・
資
本
効

率
等
に
関
す
る
目
標
を
設
定
し
、
資
本
コ
ス
ト
を
意

識
し
た
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
う
し

た
目
標
を
設
定
し
た
理
由
が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
て
い
る
か
。
中
長
期
的
に
資
本
コ
ス
ト
に
見
合
う

リ
タ
ー
ン
を
上
げ
て
い
る
か
。

一
−
三
．
経
営
戦
略
・
経
営
計
画
等
の
下
、
事
業
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
や
事
業
等
の
リ
ス
ク
を
的
確
に
把

握
し
、
新
規
事
業
へ
の
投
資
や
既
存
事
業
か
ら
の
撤

退
・
売
却
を
含
む
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
組
替
え

な
ど
、
果
断
な
経
営
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
そ

の
際
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
そ
の
方
針
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
見
直
し
の
プ

ロ
セ
ス
が
実
効
的
な
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る

か
。

二
．
投
資
戦
略
・
財
務
管
理
の
方
針

二
−
一
．
保
有
す
る
資
源
を
有
効
活
用
し
、
中
長
期
的
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に
資
本
コ
ス
ト
に
見
合
う
リ
タ
ー
ン
を
上
げ
る
観
点

か
ら
、
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の

向
上
に
向
け
た
設
備
投
資
・
研
究
開
発
投
資
・
人
材

投
資
等
が
、
戦
略
的
・
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。

二
−
二
．
経
営
戦
略
や
投
資
戦
略
を
踏
ま
え
、
資
本
コ

ス
ト
を
意
識
し
た
資
本
の
構
成
や
手
元
資
金
の
活
用

を
含
め
た
財
務
管
理
の
方
針
が
適
切
に
策
定
・
運
用

さ
れ
て
い
る
か
。

　

日
本
企
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
企
業
価
値
の
向
上
に
向

け
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
取
り
組
む
企
業
も
み
ら
れ
る

一
方
、
な
お
多
く
の
企
業
に
お
い
て
経
営
環
境
の
変
化

に
応
じ
た
果
断
な
経
営
判
断
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
た

と
え
ば
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
が
必
ず
し

も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
経
営
陣
の
資
本
コ
ス
ト
に
対

す
る
意
識
が
未
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
や
、
企
業
が
資

本
コ
ス
ト
を
上
回
る
リ
タ
ー
ン
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
投
資
家
と
企
業
の
間
に
認
識
の
相

違
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
提
言
に
お
い
て
は
、
企

業
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
見
直
し
な
ど
の
果
断
な
経
営
判
断
が
重
要
で
あ
る

こ
と
や
、
そ
う
し
た
経
営
判
断
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
、
自
社
の
資
本
コ
ス
ト
を
的
確
に
把
握
す
べ
き
こ
と

を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
戦
略
的
・
計
画
的
に

設
備
投
資
・
研
究
開
発
投
資
・
人
材
投
資
等
を
行
っ
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。

　

改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
五
–
二
は
、
こ
う
し
た
考
え
方

に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お
い
て
、
自
社
の
資

本
コ
ス
ト
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も

に
、
従
前
か
ら
説
明
が
求
め
ら
れ
て
い
た
「
経
営
資
源

の
配
分
等
」
の
中
に
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直

し
や
、
設
備
投
資
・
研
究
開
発
投
資
・
人
材
投
資
等
が

含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、
対
話

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
–
一
〜
一
–
三
お
よ
び
二
–
一
に
、

対
応
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一

–
二
に
お
い
て
は
、「
自
社
の
事
業
の
リ
ス
ク
な
ど
を

適
切
に
反
映
し
た
資
本
コ
ス
ト
を
的
確
に
把
握
し
て
い

る
か
」
と
の
点
が
、
ま
た
、
一
–
三
お
よ
び
二
–
一
に

お
い
て
は
、「
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
そ
の
方
針
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
見
直
し
の
プ

ロ
セ
ス
が
実
効
的
な
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
」、

「
保
有
す
る
資
源
を
有
効
活
用
し
、
中
長
期
的
に
資
本

コ
ス
ト
に
見
合
う
リ
タ
ー
ン
を
上
げ
る
観
点
か
ら
、
持

続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け

た
設
備
投
資
・
研
究
開
発
投
資
・
人
材
投
資
等
が
、
戦

略
的
・
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
」
と
の
点
が
、
そ

れ
ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、「
資
本
コ
ス
ト
」
は
、
一
般
的
に
は
、
自
社
の

事
業
リ
ス
ク
な
ど
を
適
切
に
反
映
し
た
資
金
調
達
に
伴

う
コ
ス
ト
で
あ
り
、
資
金
の
提
供
者
が
期
待
す
る
収
益

率
を
い
う
も
の
と
考
え
ら
れ
、
適
用
の
場
面
に
応
じ
て

株
主
資
本
コ
ス
ト
や
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
（
加
重
平
均
資
本
コ
ス

ト
）
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
–
二
に
お
い
て
、「
目
標
を

設
定
し
た
理
由
が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る

か
」
と
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
コ
ー

ド
原
則
五
–
二
の
下
で
「
収
益
力
・
資
本
効
率
等
に
関

す
る
目
標
を
提
示
」
す
る
中
で
、
投
資
家
に
対
し
て
、

自
社
の
資
本
コ
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
経
営
に
お

け
る
活
用
状
況
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
企
業
の
手
元
資
金
に
つ
い
て
、
投
資
家
の
多

く
は
適
正
な
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
成
長
に
向
け
た
投
資
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
一
方
で
、
企
業
に
お
い
て
は
、
手
元
資
金
の

水
準
に
つ
い
て
明
確
な
考
え
方
が
な
い
企
業
も
少
な
く

な
く
、
投
資
家
の
多
く
も
、
水
準
の
妥
当
性
に
つ
い
て

説
明
が
不
足
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
提
言
に

お
い
て
は
、
戦
略
的
・
計
画
的
に
投
資
を
行
っ
て
い
く

際
に
は
、
投
資
戦
略
と
整
合
的
で
、
資
本
コ
ス
ト
を
意

識
し
た
適
切
な
財
務
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、
対
話

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
–
二
に
お
い
て
は
、「
経
営
戦
略
や

投
資
戦
略
を
踏
ま
え
、
資
本
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
資
本

の
構
成
や
手
元
資
金
の
活
用
を
含
め
た
財
務
管
理
の
方

針
が
適
切
に
策
定
・
運
用
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の
点
が

示
さ
れ
て
い
る
。
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２　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等

⑴　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
育
成
等

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

補
充
原
則
四
−
一
③

　

取
締
役
会
は
、
会
社
の
目
指
す
と
こ
ろ
（
経
営
理
念

等
）
や
具
体
的
な
経
営
戦
略
を
踏
ま
え
、
最
高
経
営
責

任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
等
の
後
継
者
計
画
（
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

の
策
定
・
運
用
に
主
体
的
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
後

継
者
候
補
の
育
成
が
十
分
な
時
間
と
資
源
を
か
け
て
計

画
的
に
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
、
適
切
に
監
督
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

補
充
原
則
四
−
三
②

　

取
締
役
会
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
は
、
会
社
に
お
け

る
最
も
重
要
な
戦
略
的
意
思
決
定
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
客
観
性
・
適
時
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
に
従
い
、

十
分
な
時
間
と
資
源
を
か
け
て
、
資
質
を
備
え
た
Ｃ
Ｅ

Ｏ
を
選
任
す
べ
き
で
あ
る
。

補
充
原
則
四
−
三
③

　

取
締
役
会
は
、
会
社
の
業
績
等
の
適
切
な
評
価
を
踏

ま
え
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
解
任
す
る
た
め
の

客
観
性
・
適
時
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
を
確
立
す
べ
き

で
あ
る
。

原
則
三
−
一
（
情
報
開
示
の
充
実
）

　

上
場
会
社
は
、
法
令
に
基
づ
く
開
示
を
適
切
に
行
う

こ
と
に
加
え
、
会
社
の
意
思
決
定
の
透
明
性
・
公
正
性

を
確
保
し
、
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

実
現
す
る
と
の
観
点
か
ら
、（
本
コ
ー
ド
の
各
原
則
に

お
い
て
開
示
を
求
め
て
い
る
事
項
の
ほ
か
、）
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
開
示
し
、
主
体
的
な
情
報
発
信
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。
…
…

　
ⅳ 

　
取
締
役
会
が
経
営
陣
幹
部
の
選
解
任
と
取
締

役
・
監
査
役
候
補
の
指
名
を
行
う
に
当
た
っ
て
の

方
針
と
手
続

　
ⅴ 

　
取
締
役
会
が
上
記
ⅳ
を
踏
ま
え
て
経
営
陣
幹
部

の
選
解
任
と
取
締
役
・
監
査
役
候
補
の
指
名
を
行

う
際
の
、
個
々
の
選
解
任
・
指
名
に
つ
い
て
の
説

明

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

三
．
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等

【
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
育
成
等
】

三
−
一
．
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の

向
上
に
向
け
て
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
果

断
な
経
営
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
選

任
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
資
質
に
つ
い

て
、
確
立
さ
れ
た
考
え
方
が
あ
る
か
。

三
−
二
．
客
観
性
・
適
時
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
に
よ

り
、
十
分
な
時
間
と
資
源
を
か
け
て
、
資
質
を
備
え

た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
選
任
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
う
し
た
手
続

を
実
効
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
独
立
し
た
指
名

委
員
会
が
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

三
−
三
．
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
後
継
者
計
画
が
適
切
に
策
定
・
運

用
さ
れ
、
後
継
者
候
補
の
育
成
（
必
要
に
応
じ
、
社

外
の
人
材
を
選
定
す
る
こ
と
も
含
む
）
が
、
十
分
な

時
間
と
資
源
を
か
け
て
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。

三
−
四
．
会
社
の
業
績
等
の
適
切
な
評
価
を
踏
ま
え
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
解
任
す
る
た
め
の
客

観
性
・
適
時
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
が
確
立
さ
れ
て

い
る
か
。

ⅰ　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任

　

経
営
陣
幹
部
の
選
解
任
に
つ
い
て
は
、
本
改
訂
の
前

か
ら
、
コ
ー
ド
補
充
原
則
四
–
三
①
に
お
い
て
、
公
正

か
つ
透
明
性
の
高
い
手
続
に
従
い
、
適
切
に
実
行
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
の
意
見
書
（
注
四
）
な
ど
に
お

い
て
、
経
営
陣
幹
部
の
中
で
も
、
特
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解

任
は
、
企
業
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価

値
の
向
上
を
実
現
し
て
い
く
上
で
、
最
も
重
要
な
戦
略

的
意
思
決
定
で
あ
り
、
社
内
論
理
の
み
が
優
先
さ
れ
る

不
透
明
な
手
続
に
よ
る
こ
と
な
く
、
客
観
性
・
適
時

性
・
透
明
性
あ
る
手
続
に
よ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、

改
訂
版
コ
ー
ド
に
お
い
て
補
充
原
則
四
–
三
②
が
新
設

さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
解

任
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
補
充
原
則
四
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–
三
③
を
新
設
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
解
任
す
る
た
め
の
客
観

性
・
適
時
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
の
確
立
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
手
続
に
つ
い
て
、
投

資
家
と
企
業
と
の
間
で
対
話
が
十
分
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
資
す
る
よ
う
、
原
則
三
–
一
が
改
訂
さ
れ
、
取
締
役

会
が
経
営
陣
幹
部
の
選
任
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
方
針

と
手
続
に
加
え
て
、
解
任
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
方
針

と
手
続
に
つ
い
て
も
新
た
に
開
示
す
べ
き
事
項
の
対
象

と
さ
れ
、
企
業
に
よ
る
、
主
体
的
な
情
報
発
信
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
二
お
よ
び
三
–
四
に
お
い

て
も
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、

改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
四
–
三
②
・
③
と
同
様
の
趣

旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
客
観
性
・
適
時
性
・

透
明
性
あ
る
手
続
に
よ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
に
当
た
っ

て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
資
質
に
つ
い
て
の
考
え

方
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
一
に
お
い
て
は
、「
持

続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け

て
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
果
断
な
経
営
判
断

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
選
任
す
る
た
め
、
Ｃ

Ｅ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
資
質
に
つ
い
て
、
確
立
さ
れ
た
考

え
方
が
あ
る
か
」
と
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ⅱ　

後
継
者
計
画

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選

解
任
は
、
企
業
の
最
も
重
要
な
戦
略
的
意
思
決
定
で
あ

り
、
現
職
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
一
存
に
委
ね
る
と
い
っ
た
対
応

で
は
な
く
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
後
継
者
候
補
の
育
成
に
十
分
な

時
間
と
資
源
を
か
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
企
業
の
持

続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
を
実
現

し
て
い
く
上
で
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
た
。
改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
四
–
一
③

は
、
そ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
取
締
役
会
と
し
て
主

体
的
に
後
継
者
計
画
の
策
定
・
運
用
に
関
与
し
、
後
継

者
候
補
の
育
成
が
十
分
な
時
間
と
資
源
を
か
け
て
計
画

的
に
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
適
切
に
監
督
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
三
に
お
い
て
は
、
こ
う
し

た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、「
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
後

継
者
計
画
が
適
切
に
策
定
・
運
用
さ
れ
、
後
継
者
候
補

の
育
成
（
必
要
に
応
じ
、
社
外
の
人
材
を
選
定
す
る
こ

と
も
含
む
）
が
、
十
分
な
時
間
と
資
源
を
か
け
て
計
画

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
」
と
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
投
資
家
と
の
建
設
的
な
対
話
を
充
実
さ
せ
て

い
く
観
点
か
ら
は
、
改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
四
–
一

③
を
「
コ
ン
プ
ラ
イ
」
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
あ
わ

せ
て
、
後
継
者
計
画
等
に
関
す
る
取
組
内
容
に
つ
い
て

積
極
的
に
説
明
を
行
う
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

⑵　

経
営
陣
の
報
酬
決
定

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

補
充
原
則
四
−
二
①

　

取
締
役
会
は
、
経
営
陣
の
報
酬
が
持
続
的
な
成
長
に

向
け
た
健
全
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
よ

う
、
客
観
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
に
従
い
、
報
酬
制
度

を
設
計
し
、
具
体
的
な
報
酬
額
を
決
定
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
際
、
中
長
期
的
な
業
績
と
連
動
す
る
報
酬
の

割
合
や
、
現
金
報
酬
と
自
社
株
報
酬
と
の
割
合
を
適
切

に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

三
．
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等

【
経
営
陣
の
報
酬
決
定
】

三
−
五
．
経
営
陣
の
報
酬
制
度
を
、
持
続
的
な
成
長
と

中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
た
健
全
な
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
設
計
し
、
適

切
に
具
体
的
な
報
酬
額
を
決
定
す
る
た
め
の
客
観

性
・
透
明
性
あ
る
手
続
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
。
こ

う
し
た
手
続
を
実
効
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
独

立
し
た
報
酬
委
員
会
が
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
報
酬
制
度
や
具
体
的
な
報
酬
額
の
適
切
性
が
、

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

　

改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
四
–
二
①
は
、
経
営
陣
に

よ
る
企
業
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
健
全
な
企
業
家

精
神
の
発
揮
に
資
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
づ
け
の
観
点

か
ら
、
経
営
陣
の
報
酬
制
度
の
設
計
お
よ
び
具
体
的
な

報
酬
額
の
決
定
を
、
取
締
役
会
の
責
任
の
下
で
、
客
観

性
・
透
明
性
あ
る
手
続
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

実
務
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
報
酬
額
の
決
定
を
、

取
締
役
会
か
ら
代
表
取
締
役
等
に
再
一
任
す
る
対
応
も

行
わ
れ
て
い
る
。
補
充
原
則
四
–
二
①
は
、
こ
う
し
た

実
務
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
再
一
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任
を
行
う
場
合
に
、
同
補
充
原
則
を
「
コ
ン
プ
ラ
イ
」

す
る
た
め
に
は
、
取
締
役
会
の
責
任
の
下
で
、
手
続
上

の
十
分
な
客
観
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
五
に
お
い
て
は
、
こ
う
し

た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、「
経
営
陣
の
報

酬
制
度
を
、
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値

の
向
上
に
向
け
た
健
全
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
設
計
し
、
適
切
に
具
体
的
な
報
酬
額
を
決

定
す
る
た
め
の
客
観
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
が
確
立
さ

れ
て
い
る
か
」
と
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ー
ド
原
則
三
–
一
ⅲ
に
お
い
て
は
、
従
前

よ
り
、「
経
営
陣
幹
部
・
取
締
役
の
報
酬
を
決
定
す
る

に
当
た
っ
て
の
方
針
と
手
続
」
が
開
示
す
べ
き
事
項
と

さ
れ
て
お
り
、
企
業
に
お
い
て
は
、
補
充
原
則
三
–
一

①
の
趣
旨
も
踏
ま
え
、
利
用
者
に
と
っ
て
付
加
価
値
の

高
い
記
載
と
な
る
よ
う
、
そ
う
し
た
開
示
・
情
報
発
信

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
対
話
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
三
–
五
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
開
示
・
情
報
発

信
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
対
話
を
促

す
観
点
か
ら
、「
報
酬
制
度
や
具
体
的
な
報
酬
額
の
適

切
性
が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の

点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

独
立
し
た
諮
問
委
員
会
の
活
用

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

補
充
原
則
四
−
一
〇
①

　

上
場
会
社
が
監
査
役
会
設
置
会
社
ま
た
は
監
査
等
委

員
会
設
置
会
社
で
あ
っ
て
、
独
立
社
外
取
締
役
が
取
締

役
会
の
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
経
営
陣

幹
部
・
取
締
役
の
指
名
・
報
酬
な
ど
に
係
る
取
締
役
会

の
機
能
の
独
立
性
・
客
観
性
と
説
明
責
任
を
強
化
す
る

た
め
、
取
締
役
会
の
下
に
独
立
社
外
取
締
役
を
主
要
な

構
成
員
と
す
る
任
意
の
指
名
委
員
会
・
報
酬
委
員
会
な

ど
、
独
立
し
た
諮
問
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
指
名
・
報
酬
な
ど
の
特
に
重
要
な
事
項
に
関
す
る

検
討
に
当
た
り
独
立
社
外
取
締
役
の
適
切
な
関
与
・
助

言
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

三
．
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等

【
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
育
成
等
／
経
営
陣
の
報
酬
決
定
】

三
−
二
．（
再
掲
）　

客
観
性
・
適
時
性
・
透
明
性
あ
る

手
続
に
よ
り
、
十
分
な
時
間
と
資
源
を
か
け
て
、
資

質
を
備
え
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
選
任
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
う

し
た
手
続
を
実
効
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
独
立

し
た
指
名
委
員
会
が
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

三
−
五
．（
再
掲
）　

経
営
陣
の
報
酬
制
度
を
、
持
続
的

な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
た

健
全
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
設

計
し
、
適
切
に
具
体
的
な
報
酬
額
を
決
定
す
る
た
め

の
客
観
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
が
確
立
さ
れ
て
い
る

か
。
こ
う
し
た
手
続
を
実
効
的
な
も
の
と
す
る
た
め

に
、
独
立
し
た
報
酬
委
員
会
が
活
用
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
報
酬
制
度
や
具
体
的
な
報
酬
額
の
適
切

性
が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
の
議
論
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ

を
は
じ
め
と
す
る
経
営
陣
幹
部
や
取
締
役
の
指
名
・
報

酬
な
ど
の
特
に
重
要
な
事
項
に
関
す
る
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
独
立
性
・
客
観
性
あ
る
手
続
を
確
立
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
そ
う
し
た
指
摘

を
踏
ま
え
、
改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
四
–
一
〇
①
に

お
い
て
、
監
査
役
会
設
置
会
社
ま
た
は
監
査
等
委
員
会

設
置
会
社
で
あ
っ
て
、
独
立
社
外
取
締
役
が
取
締
役
会

の
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
任
意
の
指
名

委
員
会
・
報
酬
委
員
会
な
ど
の
独
立
し
た
諮
問
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

補
充
原
則
四
–
一
〇
①
は
、
指
名
・
報
酬
な
ど
の
特

に
重
要
な
事
項
の
検
討
に
際
し
て
、
実
効
的
に
独
立
社

外
取
締
役
の
関
与
・
助
言
を
得
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
、
形
式
的
に
諮
問
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
の

み
で
は
、
補
充
原
則
四
–
一
〇
①
へ
の
対
応
と
し
て
は

不
十
分
と
考
え
ら
れ
る
。
本
改
訂
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

こ
う
し
た
事
項
の
検
討
に
際
し
て
、
実
効
的
に
独
立
社

外
取
締
役
の
関
与
・
助
言
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
諮
問
委
員
会
の
具
体
的
な
役
割
を
明
確
化
す
る
こ

と
な
ど
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
監
査
等
委
員

会
設
置
会
社
に
お
い
て
は
、
監
査
等
委
員
会
に
補
充
原

則
四
–
一
〇
①
で
求
め
ら
れ
る
諮
問
委
員
会
の
役
割
を

担
わ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
補
充
原
則
四
–
一

〇
①
を
「
コ
ン
プ
ラ
イ
」
す
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
委

員
会
に
お
い
て
同
補
充
原
則
に
示
さ
れ
て
い
る
特
に
重

要
な
事
項
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
、

ま
た
、
適
当
で
あ
る
の
か
と
の
点
に
つ
い
て
、
適
切
に

検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
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こ
れ
ら
の
特
に
重
要
な
事
項
の
検
討
に
際
し
て
、
諮
問

委
員
会
が
実
効
的
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
委
員
の
構
成
や
委
員
会
の
権
限
な
ど
に
つ
い

て
も
、
適
切
に
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ

る
。

　

補
充
原
則
四
–
一
〇
①
の
「
独
立
し
た
」
の
意
義
に

つ
い
て
は
、
諮
問
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
、
原

則
四
–
七
ⅳ
に
お
い
て
、
独
立
社
外
取
締
役
が
「
経
営

陣
・
支
配
株
主
か
ら
独
立
し
た
立
場
」
で
そ
の
役
割
・

責
務
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
趣
旨
を
踏
ま

え
、
一
般
株
主
と
利
益
相
反
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い

か
と
の
観
点
か
ら
実
質
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
補
充
原
則
四
–
一
〇
①
を
「
コ
ン
プ
ラ

イ
」
す
る
上
で
は
、
独
立
社
外
取
締
役
が
諮
問
委
員
会

の「
主
要
な
構
成
員
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、

補
充
原
則
四
–
一
〇
①
で
い
う
「
主
要
な
」
の
意
義
に

関
し
、
独
立
社
外
取
締
役
の
人
数
や
割
合
、
委
員
長
の

属
性
等
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
補
充
原
則
四

–
一
〇
①
の
対
象
が
、「
監
査
役
会
設
置
会
社
ま
た
は

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
っ
て
、
独
立
社
外
取
締

役
が
取
締
役
会
の
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
場
合
」
と

さ
れ
て
い
る
趣
旨
も
踏
ま
え
、
個
々
の
企
業
に
お
い

て
、
実
効
的
に
独
立
社
外
取
締
役
の
適
切
な
関
与
・
助

言
を
得
ら
れ
る
か
と
の
観
点
か
ら
、
合
理
的
に
判
断
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」

の
枠
組
み
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
置
か
れ
た
状
況

に
よ
り
、
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
な
い
場
合
に
は
、
そ

の
理
由
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
二
お
よ
び
三
–
五

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す

観
点
か
ら
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
任
や
経
営
陣
の
報
酬
決
定
に

係
る
手
続
を
実
効
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、「
独
立

し
た
指
名
委
員
会
が
活
用
さ
れ
て
い
る
か
」、「
独
立
し

た
報
酬
委
員
会
が
活
用
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の
点
が
示

さ
れ
て
い
る
。

⑷　

取
締
役
会
の
機
能
発
揮

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

原
則
四
−
一
一
（
取
締
役
会
・
監
査
役
会
の
実
効
性
確

保
の
た
め
の
前
提
条
件
）

　

取
締
役
会
は
、
そ
の
役
割
・
責
務
を
実
効
的
に
果
た

す
た
め
の
知
識
・
経
験
・
能
力
を
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン

ス
良
く
備
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
国
際
性
の
面
を
含
む
多

様
性
と
適
正
規
模
を
両
立
さ
せ
る
形
で
構
成
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
…
…

　

取
締
役
会
は
、
取
締
役
会
全
体
と
し
て
の
実
効
性
に

関
す
る
分
析
・
評
価
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
の

機
能
の
向
上
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

三
．
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等

【
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
】

三
−
六
．
取
締
役
会
が
、
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的

な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
て
、
適
切
な
知
識
・
経

験
・
能
力
を
全
体
と
し
て
備
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
国

際
性
の
面
を
含
む
多
様
性
を
十
分
に
確
保
し
た
形
で

構
成
さ
れ
て
い
る
か
。
そ
の
際
、
取
締
役
と
し
て
女

性
が
選
任
さ
れ
て
い
る
か
。

三
−
七
．
取
締
役
会
が
求
め
ら
れ
る
役
割
・
責
務
を
果

た
し
て
い
る
か
な
ど
、
取
締
役
会
の
実
効
性
評
価
が

適
切
に
行
わ
れ
、
評
価
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
た
課
題

を
含
め
、
そ
の
結
果
が
分
か
り
や
す
く
開
示
・
説
明

さ
れ
て
い
る
か
。

　

取
締
役
会
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
陣
を

支
え
る
重
要
な
役
割
・
責
務
を
担
っ
て
お
り
、
原
則
四

–
一
一
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
全
体
と
し
て
適
切
な

知
識
・
経
験
・
能
力
を
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
提
言
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
上
場
企
業
役
員
に

占
め
る
女
性
の
割
合
は
現
状
三
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
が
、
取
締
役
会
が
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て

い
く
上
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
さ
ら
に
は
国
際
性
の
面

を
含
む
多
様
性
を
十
分
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
四
–
一
一
の

前
段
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
国
際

性
の
面
が
多
様
性
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
上

で
、
そ
う
し
た
多
様
性
と
適
正
規
模
を
両
立
さ
せ
る
形

で
取
締
役
会
を
構
成
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
は
、
企
業
の

置
か
れ
た
状
況
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、「
コ
ン

プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」
の
手
法
を
採
用

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ

り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
国
際
性
の
面
に
つ
い
て
の
多
様
性
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を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
と
考
え
る
場
合
に

は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
六
に
お
い
て
も
、
コ
ー
ド

と
同
様
の
趣
旨
が
示
さ
れ
た
上
で
、「
取
締
役
と
し
て

女
性
が
選
任
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の
点
が
示
さ
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
、
投
資
家
と
企
業
と
の

間
で
建
設
的
な
対
話
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

な
お
、
改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
四
–
一
一
の
「
国
際
性
」

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
企
業
に
対
し
て
外
国
人
取
締

役
の
選
任
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
、

幅
広
く
国
際
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
な
ど
に

お
い
て
は
、
外
国
人
取
締
役
の
選
任
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
七
に
お
い
て
は
、

コ
ー
ド
原
則
四
–
一
一
の
後
段
で
取
締
役
会
の
実
効
性

評
価
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、「
取

締
役
会
が
求
め
ら
れ
る
役
割
・
責
務
を
果
た
し
て
い
る

か
な
ど
、
取
締
役
会
の
実
効
性
評
価
が
適
切
に
行
わ

れ
、
評
価
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
た
課
題
を
含
め
、
そ
の

結
果
が
分
か
り
や
す
く
開
示
・
説
明
さ
れ
て
い
る
か
」

と
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑸　

独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
・
機
能
発
揮

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

原
則
四
−
八
（
独
立
社
外
取
締
役
の
有
効
な
活
用
）

　

独
立
社
外
取
締
役
は
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長

期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
寄
与
す
る
よ
う
に
役
割
・

責
務
を
果
た
す
べ
き
で
あ
り
、
上
場
会
社
は
そ
の
よ
う

な
資
質
を
十
分
に
備
え
た
独
立
社
外
取
締
役
を
少
な
く

と
も
二
名
以
上
選
任
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
業
種
・
規
模
・
事
業
特
性
・
機
関
設
計
・
会

社
を
と
り
ま
く
環
境
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
少
な

く
と
も
三
分
の
一
以
上
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
上
場
会
社
は
、
上
記
に
か
か

わ
ら
ず
、
十
分
な
人
数
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
す

べ
き
で
あ
る
。

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

三
．
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等

【
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
・
機
能
発
揮
】

三
−
八
．
独
立
社
外
取
締
役
と
し
て
、
適
切
な
資
質
を

有
す
る
者
が
、
十
分
な
人
数
選
任
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
独
立
社
外
取
締
役
は
、
資
本
効
率
な
ど
の
財

務
に
関
す
る
知
識
や
関
係
法
令
等
の
理
解
な
ど
、
持

続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
実

効
的
に
寄
与
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
知
見
を
備
え

て
い
る
か
。

　

 　

独
立
社
外
取
締
役
の
再
任
・
退
任
等
に
つ
い
て
、

自
社
が
抱
え
る
課
題
や
そ
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

三
−
九
．
独
立
社
外
取
締
役
は
、
自
ら
の
役
割
・
責
務

を
認
識
し
、
経
営
陣
に
対
し
、
経
営
課
題
に
対
応
し

た
適
切
な
助
言
・
監
督
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

コ
ー
ド
原
則
四
–
八
の
前
段
は
、
原
則
が
適
用
さ
れ

る
す
べ
て
の
企
業
に
対
し
て
、
資
質
を
十
分
に
備
え
た

独
立
社
外
取
締
役
を
少
な
く
と
も
二
名
以
上
選
任
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

に
お
い
て
は
、
企
業
に
対
し
て
三
分
の
一
以
上
の
独
立

社
外
取
締
役
を
選
任
す
る
こ
と
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
一
方
、
人
数
も
重
要
で
あ
る

が
、
独
立
社
外
取
締
役
の
能
力
や
取
締
役
会
の
実
効
性

が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
三
分
の
一
以
上
の
独
立
社
外
取
締
役
の
選

任
を
求
め
る
こ
と
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
般
改
訂
さ
れ
た
同
原
則
の
後
段
は
、
コ
ー
ド
策
定

時
に
、「
少
な
く
と
も
三
分
の
一
以
上
の
独
立
社
外
取

締
役
を
選
任
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
上
場
会
社
」

は
、
そ
の
た
め
の
取
組
方
針
を
開
示
す
べ
き
と
さ
れ
た

と
こ
ろ
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
、
現
状
で

は
、
取
組
方
針
の
開
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
、
十
分
な
人
数
の
独

立
社
外
取
締
役
を
選
任
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
少
な
く
と

も
三
分
の
一
以
上
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
上
場
会
社
」
に
つ
い
て
は
、
自
社

に
お
い
て
判
断
す
る
「
十
分
な
人
数
」
の
独
立
社
外
取

締
役
を
選
任
す
べ
き
と
の
内
容
に
改
訂
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

後
段
の
対
象
と
な
る
の
は
「
少
な
く
と
も
三
分
の
一

以
上
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
」
企
業
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
企
業
に
つ
い
て

ま
で
「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」
が

求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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三
–
八
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
が
そ
の
機
能
を
発
揮

し
て
い
く
上
で
、
十
分
な
人
数
の
独
立
社
外
取
締
役
が

選
任
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
そ

う
し
た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、
独
立
社
外

取
締
役
が
「
十
分
な
人
数
選
任
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の

点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、
投

資
家
と
企
業
と
の
間
で
建
設
的
な
対
話
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
・
機
能
発
揮
に
つ
い
て
の

対
話
を
促
す
た
め
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
八
お
よ

び
三
–
九
に
対
応
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

た
と
え
ば
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
八
に
お
い
て

は
、「
独
立
社
外
取
締
役
は
、
資
本
効
率
な
ど
の
財
務
に

関
す
る
知
識
や
関
係
法
令
等
の
理
解
な
ど
、
持
続
的
な

成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
実
効
的
に
寄

与
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
知
見
を
備
え
て
い
る
か
」

と
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
会
議
の
議
論
に
お
い
て
、
独
立
社
外
取
締
役
に
つ
い

て
、
資
本
効
率
な
ど
の
財
務
に
関
す
る
知
識
や
関
係
法

令
等
の
理
解
が
足
り
て
い
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
の

で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て

設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑹　

監
査
役
の
選
任
・
機
能
発
揮

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

原
則
四
−
一
一
（
取
締
役
会
・
監
査
役
会
の
実
効
性
確

保
の
た
め
の
前
提
条
件
）

　

…
…
ま
た
、
監
査
役
に
は
、
適
切
な
経
験
・
能
力
及

び
必
要
な
財
務
・
会
計
・
法
務
に
関
す
る
知
識
を
有
す

る
者
が
選
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
特
に
、
財
務
・
会

計
に
関
す
る
十
分
な
知
見
を
有
し
て
い
る
者
が
一
名
以

上
選
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

三
．
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等

【
監
査
役
（
注
）
の
選
任
・
機
能
発
揮
】

三
−
一
〇
．
監
査
役
に
、
適
切
な
経
験
・
能
力
及
び
必

要
な
財
務
・
会
計
・
法
務
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る

人
材
が
選
任
さ
れ
て
い
る
か
。

三
−
一
一
．
監
査
役
は
、
業
務
監
査
を
適
切
に
行
う
と

と
も
に
、
適
正
な
会
計
監
査
の
確
保
に
向
け
た
実
効

的
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
か
。
監
査
役
に
対
す
る
十

分
な
支
援
体
制
が
整
え
ら
れ
、
監
査
役
と
内
部
監
査

部
門
と
の
適
切
な
連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

（
注
） 　

本
節
の
趣
旨
は
、
監
査
委
員
・
監
査
等
委
員
に

つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　

コ
ー
ド
原
則
四
–
四
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
監

査
役
お
よ
び
監
査
役
会
（
注
五
）
は
、
業
務
監
査
・
会

計
監
査
な
ど
の
重
要
な
役
割
・
責
務
を
担
っ
て
お
り
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
監
査
役
が
そ
う

し
た
役
割
・
責
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、
財
務
・
会
計

や
法
務
な
ど
に
関
す
る
必
要
な
知
識
を
備
え
て
い
る
必

要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
改
訂
版
コ
ー
ド
原

則
四
–
一
一
は
、
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、「
必
要
な

財
務
・
会
計
・
法
務
に
関
す
る
知
識
」
を
、
個
々
の
監

査
役
が
備
え
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ

て
、
財
務
・
会
計
に
関
す
る
十
分
な
知
見
を
有
し
て
い

る
者
を
一
名
以
上
選
任
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
い
う
財
務
・
会
計
に
関
す
る
「
十
分
な
知

見
」
を
有
す
る
者
の
意
義
は
、
本
改
訂
前
か
ら
変
わ
る

も
の
で
は
な
く
、
会
計
監
査
人
に
監
査
を
適
切
に
実
施

さ
せ
、
そ
の
監
査
の
方
法
・
結
果
の
相
当
性
を
判
断
す

る
際
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
一
〇
に
お
い
て
は
、
こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、「
監
査
役

に
、
適
切
な
経
験
・
能
力
及
び
必
要
な
財
務
・
会
計
・

法
務
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
人
材
が
選
任
さ
れ
て
い

る
か
」
と
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
監
査
役
が
期
待
さ
れ
る
役
割
・
責
務
を
実
効

的
に
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
情
報
入
手
の
要

請
に
応
え
る
こ
と
を
含
め
、
企
業
側
か
ら
の
適
切
な
支

援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
三
–
一
一
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て

の
対
話
を
促
す
た
め
、「
監
査
役
は
、
業
務
監
査
を
適
切

に
行
う
と
と
も
に
、
適
正
な
会
計
監
査
の
確
保
に
向
け

た
実
効
的
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
か
。
監
査
役
に
対
す

る
十
分
な
支
援
体
制
が
整
え
ら
れ
、
監
査
役
と
内
部
監

査
部
門
と
の
適
切
な
連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
」
と

の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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３　

政
策
保
有
株
式

⑴　

政
策
保
有
株
式
の
適
否
の
検
証
等

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

原
則
一
−
四
（
政
策
保
有
株
式
）

　

上
場
会
社
が
政
策
保
有
株
式
と
し
て
上
場
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、
政
策
保
有
株
式
の
縮
減
に
関
す
る

方
針
・
考
え
方
な
ど
、
政
策
保
有
に
関
す
る
方
針
を
開

示
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
年
、
取
締
役
会
で
、
個

別
の
政
策
保
有
株
式
に
つ
い
て
、
保
有
目
的
が
適
切

か
、
保
有
に
伴
う
便
益
や
リ
ス
ク
が
資
本
コ
ス
ト
に
見

合
っ
て
い
る
か
等
を
具
体
的
に
精
査
し
、
保
有
の
適
否

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
検
証
の
内
容
に
つ

い
て
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

上
場
会
社
は
、
政
策
保
有
株
式
に
係
る
議
決
権
の
行

使
に
つ
い
て
、
適
切
な
対
応
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体

的
な
基
準
を
策
定
・
開
示
し
、
そ
の
基
準
に
沿
っ
た
対

応
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

四
．
政
策
保
有
株
式

【
政
策
保
有
株
式
の
適
否
の
検
証
等
】

四
−
一
．
政
策
保
有
株
式（
注
）
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

銘
柄
の
保
有
目
的
や
、
保
有
銘
柄
の
異
動
を
含
む
保

有
状
況
が
、分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

　

 　

個
別
銘
柄
の
保
有
の
適
否
に
つ
い
て
、
保
有
目
的

が
適
切
か
、
保
有
に
伴
う
便
益
や
リ
ス
ク
が
資
本
コ

ス
ト
に
見
合
っ
て
い
る
か
等
を
具
体
的
に
精
査
し
、

取
締
役
会
に
お
い
て
検
証
を
行
っ
た
上
、
適
切
な
意

思
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
そ
う
し
た
検
証
の
内

容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
開
示
・
説
明
さ
れ
て
い

る
か
。

　

 　

政
策
保
有
株
式
に
係
る
議
決
権
の
行
使
に
つ
い

て
、
適
切
な
基
準
が
策
定
さ
れ
、
分
か
り
や
す
く
開

示
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
策
定
し
た
基
準
に
基
づ

い
て
、
適
切
に
議
決
権
行
使
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
（
注
） 　

企
業
が
直
接
保
有
し
て
い
な
い
が
、
企
業
の

実
質
的
な
政
策
保
有
株
式
と
な
っ
て
い
る
株
式

を
含
む
。

四
−
二
．
政
策
保
有
に
関
す
る
方
針
の
開
示
に
お
い

て
、
政
策
保
有
株
式
の
縮
減
に
関
す
る
方
針
・
考
え

方
を
明
確
化
し
、
そ
う
し
た
方
針
・
考
え
方
に
沿
っ

て
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

ⅰ　

政
策
保
有
株
式
の
適
否
の
検
証

　

提
言
に
お
い
て
は
、
政
策
保
有
株
式
（
注
六
）
に
つ

い
て
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
事
業
法
人
に

よ
る
保
有
の
減
少
は
緩
や
か
で
あ
り
、
政
策
保
有
株
式

が
議
決
権
に
占
め
る
比
率
は
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
保
有
株
式
に
つ
い

て
、
企
業
間
で
戦
略
的
提
携
を
進
め
て
い
く
上
で
意
義

が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
一
方
、
安
定
株
主
の
存
在
が

企
業
経
営
に
対
す
る
規
律
の
緩
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
や
、
企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
な
い
リ
ス
ク
性
資
産
で
あ

り
、
資
本
管
理
上
非
効
率
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
政
策
保
有
株

式
に
関
し
て
、
投
資
家
と
企
業
と
の
間
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
深
度
あ
る
対
話
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
提
言
に
お
い
て
は
、

企
業
に
は
、
個
別
の
政
策
保
有
株
式
の
保
有
目
的
や
保

有
に
伴
う
便
益
・
リ
ス
ク
が
資
本
コ
ス
ト
に
見
合
っ
て

い
る
か
等
を
具
体
的
に
精
査
し
た
上
で
、
保
有
の
適
否

を
検
証
し
、
分
か
り
や
す
く
開
示
・
説
明
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。

　

改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
一
–
四
の
実
施
に
当
た
り
、
個

別
の
政
策
保
有
株
式
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
に
お
い
て

保
有
の
適
否
を
検
証
す
る
に
際
し
て
は
、
執
行
側
に
お

い
て
、
一
定
程
度
の
準
備
作
業
を
行
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
一
–
四

を
「
コ
ン
プ
ラ
イ
」
す
る
上
で
は
、
実
質
的
に
取
締
役

会
自
ら
が
、
個
別
の
銘
柄
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ

レ
イ
ン
」
の
枠
組
み
の
下
、
自
ら
の
個
別
事
情
に
照
ら

し
て
、
一
定
の
銘
柄
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
で
検
証
を

行
わ
な
い
と
の
対
応
も
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
場

合
に
は
、
原
則
一
–
四
に
対
す
る
「
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」

と
し
て
、そ
の
理
由
を
十
分
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、検

証
を
行
っ
た
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
で
行
っ
た

検
証
の
内
容
に
つ
い
て
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
一
–
四
は
、
そ
う
し
た

「
検
証
の
内
容
に
つ
い
て
」
開
示
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
が
、
単
に
「
検
証
の
結
果
、
全
て
の
銘
柄
の
保
有

が
適
当
と
認
め
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
、
一
般
的
・
抽
象

的
な
開
示
で
は
な
く
、
取
締
役
会
に
お
け
る
検
証
に
際

し
、
コ
ー
ド
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
た
と
え
ば
、
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・ 　

保
有
の
適
否
を
検
証
す
る
上
で
、
保
有
目
的
が

適
切
か
、
保
有
に
伴
う
便
益
や
リ
ス
ク
が
資
本
コ

ス
ト
に
見
合
っ
て
い
る
か
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な

点
に
着
眼
し
、
ど
の
よ
う
な
基
準
を
設
定
し
た
か

　

・ 　

設
定
し
た
基
準
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
内
容

の
議
論
を
経
て
個
別
銘
柄
の
保
有
の
適
否
を
検
証

し
た
か

　

・ 　

議
論
の
結
果
、
保
有
の
適
否
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
た
か

等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
開
示
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
一
–
四
は
、

必
ず
し
も
個
別
の
銘
柄
ご
と
に
保
有
の
適
否
を
含
む
検

証
の
結
果
を
開
示
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
四
–
一
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
政
策
保
有
株
式
の
個
別
銘
柄
の
保
有
の
適
否
の
検

証
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
観
点
か
ら
、
コ
ー
ド
と
同

様
の
趣
旨
が
示
さ
れ
た
上
で
、「
そ
う
し
た
検
証
の
内

容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
開
示
・
説
明
さ
れ
て
い
る

か
」
と
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ⅱ　

政
策
保
有
株
式
の
縮
減
に
関
す
る
方
針
・
考
え
方

　

政
策
保
有
株
式
に
つ
い
て
は
、
前
記
ⅰ
の
と
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
取
締
役
会
に
お
い
て
個
別
の
政
策
保
有
株
式
の
保

有
の
適
否
を
検
証
す
る
中
で
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
縮
減
さ
れ
て
い
く
べ
き
と
の
指
摘
が
多
く
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
本
改
訂
に
よ
り
、「
縮
減
に
関
す
る

方
針
・
考
え
方
な
ど
、
政
策
保
有
に
関
す
る
方
針
」
を

開
示
す
べ
き
こ
と
が
原
則
一
–
四
に
明
示
さ
れ
る
と
と

も
に
、
こ
う
し
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、「
政
策
保
有
に
関
す

る
方
針
の
開
示
に
お
い
て
、
政
策
保
有
株
式
の
縮
減
に

関
す
る
方
針
・
考
え
方
を
明
確
化
し
、
そ
う
し
た
方

針
・
考
え
方
に
沿
っ
て
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る

か
」
と
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
四
–
二
が
設
け
ら
れ

た
。
本
改
訂
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
必

ず
し
も
政
策
保
有
株
式
の
一
律
の
縮
減
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
が
、「
政
策
保
有
株
式
の
縮
減
に
関
す

る
方
針
・
考
え
方
な
ど
」
に
つ
い
て
は
、
政
策
保
有
に

関
す
る
投
資
家
と
企
業
と
の
対
話
を
よ
り
建
設
的
・
実

効
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
自
社
の
個
別
事
情
に
応

じ
、
た
と
え
ば
、

　

・ 　

保
有
コ
ス
ト
な
ど
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
場

合
に
政
策
保
有
を
行
う
か

　

・ 　

検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
保
有
基
準
に
該
当
し
な

い
も
の
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

等
を
、
縮
減
に
関
す
る
方
針
・
考
え
方
の
中
で
示
す
こ

と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
仮
に
、
自
社
の
個
別
事

情
を
踏
ま
え
、「
縮
減
に
関
す
る
方
針
・
考
え
方
な
ど
」

を
示
さ
な
い
場
合
に
は
、
同
原
則
へ
の
「
エ
ク
ス
プ
レ

イ
ン
」
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

ⅲ　

政
策
保
有
株
式
に
係
る
議
決
権
行
使
の
基
準

　

本
改
訂
前
の
原
則
一
–
四
は
、
政
策
保
有
株
式
に
つ

い
て
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
を
通
じ
た
監

視
機
能
が
形
骸
化
し
、
い
わ
ゆ
る
「
議
決
権
の
空
洞
化
」

を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
っ
た
懸
念
を
踏
ま
え
、
議

決
権
行
使
に
つ
い
て
、
適
切
な
対
応
を
確
保
す
る
た
め

の
基
準
の
策
定
・
開
示
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
う
し
た
基
準
を
め
ぐ
っ
て
は
、
内
容
が
具
体
的

で
な
く
、
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
上
で
開
示
を
求
め

る
べ
き
と
の
指
摘
や
、
政
策
保
有
株
式
に
係
る
議
決
権

行
使
の
適
切
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
本
改
訂
に
お
い
て
は
、

原
則
一
–
四
に
お
い
て
、
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
、
適

切
な
対
応
を
確
保
す
る
た
め
の
「
具
体
的
な
」
基
準
の

策
定
・
開
示
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
基
準
に
沿
っ
た
対

応
を
行
う
べ
き
こ
と
を
明
確
化
し
て
い
る
。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
四
–
一
に
お
い
て
も
、
そ
う
し

た
開
示
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
対
話

を
促
す
観
点
か
ら
、「
政
策
保
有
株
式
に
係
る
議
決
権

の
行
使
に
つ
い
て
、
適
切
な
基
準
が
策
定
さ
れ
、
分
か

り
や
す
く
開
示
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の
点
が
示
さ
れ
て

い
る
。

⑵　

政
策
保
有
株
主
と
の
関
係

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

補
充
原
則
一
−
四
①

　

上
場
会
社
は
、
自
社
の
株
式
を
政
策
保
有
株
式
と
し

て
保
有
し
て
い
る
会
社
（
政
策
保
有
株
主
）
か
ら
そ
の

株
式
の
売
却
等
の
意
向
が
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
取
引

の
縮
減
を
示
唆
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
売
却
等
を
妨

げ
る
べ
き
で
は
な
い
。

補
充
原
則
一
−
四
②

　

上
場
会
社
は
、
政
策
保
有
株
主
と
の
間
で
、
取
引
の

経
済
合
理
性
を
十
分
に
検
証
し
な
い
ま
ま
取
引
を
継
続

す
る
な
ど
、
会
社
や
株
主
共
同
の
利
益
を
害
す
る
よ
う
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な
取
引
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

四
．
政
策
保
有
株
式

【
政
策
保
有
株
主
と
の
関
係
】

四
−
三
．
自
社
の
株
式
を
政
策
保
有
株
式
と
し
て
保
有

し
て
い
る
企
業
（
政
策
保
有
株
主
）
か
ら
当
該
株
式

の
売
却
等
の
意
向
が
示
さ
れ
た
場
合
、
取
引
の
縮
減

を
示
唆
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
売
却
等
を
妨
げ
て

い
な
い
か
。

四
−
四
．
政
策
保
有
株
主
と
の
間
で
、
取
引
の
経
済
合

理
性
を
十
分
に
検
証
し
な
い
ま
ま
取
引
を
継
続
す
る

な
ど
、
会
社
や
株
主
共
同
の
利
益
を
害
す
る
よ
う
な

取
引
を
行
っ
て
い
な
い
か
。

　

改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
一
–
四
①
は
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
、
政
策
保
有
株
式
を
保
有
す
る

企
業
が
、
保
有
の
適
否
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
結

果
、
保
有
の
意
義
が
乏
し
い
と
し
て
、
発
行
会
社
に
対

し
て
売
却
の
意
向
を
示
し
た
場
合
に
、
発
行
会
社
が
、

取
引
の
縮
減
を
示
唆
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
売
却
等
を

妨
げ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
こ
れ

を
踏
ま
え
、
発
行
会
社
に
対
す
る
規
律
づ
け
が
提
言
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

補
充
原
則
一
–
四
①
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
関
係
の
た

め
に
株
式
の
政
策
保
有
を
行
う
こ
と
自
体
を
禁
止
す
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
策
保
有
株
式
を

保
有
す
る
企
業
か
ら
、
政
策
保
有
株
式
の
売
却
等
の
意

向
が
示
さ
れ
た
場
合
に
、
発
行
会
社
が
取
引
の
縮
減
を

示
唆
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
売
却
等
を
妨
げ
る
よ
う
な

対
応
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
化
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
一
–
四
②
で
は
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
、
企
業
と
政
策
保
有
株
主

と
の
間
で
行
わ
れ
る
取
引
が
、
当
該
企
業
に
と
っ
て
経

済
合
理
的
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
企
業
が
、
政
策
保
有
株
主
と

の
間
で
行
う
取
引
自
体
の
合
理
性
を
検
証
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
旨
を
示
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

補
充
原
則
一
–
四
②
に
お
け
る「
取
引
の
経
済
合
理
性
」

に
は
、
取
引
の
正
当
性
・
公
正
性
の
観
点
が
含
ま
れ

る
。
取
引
の
経
済
合
理
性
の
検
証
に
当
た
っ
て
は
、
た

と
え
ば
、
政
策
保
有
株
主
で
な
い
他
の
類
似
の
取
引
先

と
の
取
引
条
件
等
と
比
較
し
て
、
な
ぜ
政
策
保
有
株
主

で
あ
る
取
引
先
と
行
っ
て
い
る
取
引
が
合
理
的
と
認
め

ら
れ
る
の
か
等
の
観
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
四
–
三
お
よ
び
四
–
四
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
対
話
を
促
す
た
め
、

改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
一
–
四
①
・
②
と
同
様
の
趣

旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

４　

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

原
則
二
−
六
（
企
業
年
金
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
し

て
の
機
能
発
揮
）

　

上
場
会
社
は
、
企
業
年
金
の
積
立
金
の
運
用
が
、
従

業
員
の
安
定
的
な
資
産
形
成
に
加
え
て
自
ら
の
財
政
状

態
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
企
業
年
金
が

運
用
（
運
用
機
関
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
含
む
）
の
専
門
性
を
高
め

て
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
機
能
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
運
用
に
当
た
る
適
切
な
資
質
を
持
っ

た
人
材
の
計
画
的
な
登
用
・
配
置
な
ど
の
人
事
面
や
運

営
面
に
お
け
る
取
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
う
し
た

取
組
み
の
内
容
を
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
上

場
会
社
は
、
企
業
年
金
の
受
益
者
と
会
社
と
の
間
に
生

じ
得
る
利
益
相
反
が
適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。

≲
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
≳

五
．
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー

五
−
一
．
自
社
の
企
業
年
金
が
運
用
（
運
用
機
関
に
対

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

活
動
を
含
む
）
の
専
門
性
を
高
め
て
ア
セ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
母
体
企
業
と
し
て
、
運
用
に
当
た
る
適
切
な
資

質
を
持
っ
た
人
材
の
計
画
的
な
登
用
・
配
置
（
外
部

の
専
門
家
の
採
用
も
含
む
）
な
ど
の
人
事
面
や
運
営

面
に
お
け
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
か（
注
）。
ま
た
、

そ
う
し
た
取
組
み
の
内
容
が
分
か
り
や
す
く
開
示
・

説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

　
（
注
） 　

対
話
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
に

よ
り
母
体
企
業
と
企
業
年
金
の
受
益
者
と
の
間

に
生
じ
得
る
利
益
相
反
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
も
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
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昨
年
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
当

た
っ
て
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
深
化

さ
せ
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
機
能
発
揮

を
促
し
て
い
く
た
め
に
は
、
最
終
受
益
者
の
最
も
近
く

に
位
置
し
、
企
業
と
の
対
話
の
直
接
の
相
手
方
と
な
る

運
用
機
関
に
対
し
て
働
き
か
け
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
役
割
が
き
わ
め
て

重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
一
方
で
、
企
業
年
金
に
お
い

て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
（
注
七
）
へ
の
関

心
は
総
じ
て
低
く
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
含

め
た
運
用
に
携
わ
る
人
材
が
質
的
・
量
的
に
不
足
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
必
ず
し
も

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で

き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

企
業
年
金
が
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
で
き
て
い
な
い
と
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
一
義
的

に
は
企
業
年
金
自
体
に
お
い
て
対
処
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
提
言
に
お
い
て
は
、
企
業
年
金
の
運
営
を

支
え
る
母
体
企
業
に
お
い
て
、
そ
の
積
立
金
の
運
用
が

従
業
員
の
資
産
形
成
や
自
ら
の
財
政
状
態
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
企
業
年
金
が
ア
セ
ッ
ト

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
機
能
を
実
効
的
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
自
ら
主
体
的
に
人
事
面
や
運
営
面
に
お

け
る
取
組
み
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。

改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
二
–
六
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
を

踏
ま
え
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
人
事
面
や
運
営
面
に
お
け
る
取
組
み
」
に
つ
い
て

は
、
た
と
え
ば
、
適
切
な
資
質
を
持
っ
た
人
材
の
企
業

年
金
の
事
務
局
や
資
産
運
用
委
員
会
へ
の
配
置
、
そ
う

し
た
人
材
の
育
成
、
運
用
受
託
機
関
と
の
間
で
当
該
機

関
が
実
施
す
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
つ
い
て

対
話
を
行
う
際
の
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
取
組
み
の
内
容
は
こ
れ
ら
に
限
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
年
金
の
形
態
や

規
模
を
踏
ま
え
、
企
業
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
、

適
切
に
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

提
言
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お
い
て
こ
う
し
た

取
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
年
金
が
ア

セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
受
入
れ
が
広
が
り
、
実
効

的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
取
組
み
に
際
し
て
は
、
母
体
企
業
と
企
業
年
金
の

受
益
者
と
の
間
に
生
じ
得
る
利
益
相
反
を
適
切
に
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
改
訂
版
コ
ー
ド

原
則
二
–
六
に
は
、
こ
の
点
も
あ
わ
せ
て
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
利
益
相
反
が
生
じ
得
る
場
面
は
、
母
体
企
業

や
企
業
年
金
が
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
が
想
定
さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、
企
業
年
金
の
投

資
先
に
母
体
企
業
や
母
体
企
業
と
利
害
関
係
が
あ
る
企

業
の
株
式
が
含
ま
れ
る
場
合
の
議
決
権
行
使
の
場
面
な

ど
が
想
定
さ
れ
る
。
企
業
に
お
い
て
は
、
利
益
相
反
が

生
じ
得
る
場
面
を
想
定
し
た
上
で
、
そ
う
し
た
利
益
相

反
を
回
避
し
、
そ
の
影
響
を
排
除
す
る
た
め
の
措
置
を

講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
二
–
六
に
お
い
て
は
、
企
業
に

対
し
て
、
企
業
年
金
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の

専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
取
組
み
の
内
容
の
開
示
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
五
–
一
に
お
い

て
は
、
そ
う
し
た
開
示
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
の
対
話
を
促
す
観
点
か
ら
、
コ
ー
ド
と
同
様
の

内
容
が
示
さ
れ
た
上
で
、「
そ
う
し
た
取
組
み
の
内
容

が
分
か
り
や
す
く
開
示
・
説
明
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の

点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

５　

適
切
な
情
報
開
示

≲
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
≳

基
本
原
則
三

　

上
場
会
社
は
、
会
社
の
財
政
状
態
・
経
営
成
績
等
の

財
務
情
報
や
、
経
営
戦
略
・
経
営
課
題
、
リ
ス
ク
や
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
係
る
情
報
等
の
非
財
務
情
報
に
つ
い
て
、

法
令
に
基
づ
く
開
示
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
法
令

に
基
づ
く
開
示
以
外
の
情
報
提
供
に
も
主
体
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
取
締
役
会
は
、
開
示
・
提
供
さ
れ
る
情
報

が
株
主
と
の
間
で
建
設
的
な
対
話
を
行
う
上
で
の
基
盤

と
な
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
そ
う
し
た
情
報
（
と
り
わ
け

非
財
務
情
報
）
が
、
正
確
で
利
用
者
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
く
、
情
報
と
し
て
有
用
性
の
高
い
も
の
と
な
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

考
え
方

　

…
…
我
が
国
の
上
場
会
社
に
よ
る
情
報
開
示
は
、
計

表
等
に
つ
い
て
は
、
様
式
・
作
成
要
領
な
ど
が
詳
細
に

定
め
ら
れ
て
お
り
比
較
可
能
性
に
優
れ
て
い
る
一
方

で
、
会
社
の
財
政
状
態
、
経
営
戦
略
、
リ
ス
ク
、
ガ
バ
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ナ
ン
ス
や
社
会
・
環
境
問
題
に
関
す
る
事
項
（
い
わ
ゆ

る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
）
な
ど
に
つ
い
て
説
明
等
を
行
う
い
わ

ゆ
る
非
財
務
情
報
を
巡
っ
て
は
、
ひ
な
型
的
な
記
述
や

具
体
性
を
欠
く
記
述
と
な
っ
て
お
り
付
加
価
値
に
乏
し

い
場
合
が
少
な
く
な
い
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。
取
締
役

会
は
、
こ
う
し
た
情
報
を
含
め
、
開
示
・
提
供
さ
れ
る

情
報
が
可
能
な
限
り
利
用
者
に
と
っ
て
有
益
な
記
載
と

な
る
よ
う
積
極
的
に
関
与
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

補
充
原
則
三
−
一
①

　

上
記
の
情
報
の
開
示（
法
令
に
基
づ
く
開
示
を
含
む
）

に
当
た
っ
て
、
取
締
役
会
は
、
ひ
な
型
的
な
記
述
や
具

体
性
を
欠
く
記
述
を
避
け
、
利
用
者
に
と
っ
て
付
加
価

値
の
高
い
記
載
と
な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

本
改
訂
は
、
提
言
に
お
い
て
示
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
め
ぐ
る
課
題
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
附
属
文
書
と
し
て
、
機
関
投
資
家

と
企
業
と
の
対
話
に
お
い
て
、
重
点
的
に
議
論
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
対
話
を
実
効
的
な
も
の
と
し
て
い
く
た

め
に
は
、
企
業
に
お
い
て
、
積
極
的
な
情
報
開
示
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
改
訂
お
よ
び

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
企
業
に
お
け

る
適
切
な
情
報
開
示
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
も
、

コ
ー
ド
の
趣
旨
を
よ
り
明
確
に
す
る
改
訂
が
行
わ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
改
訂
版
コ
ー
ド
第
三
章
の
「
考
え
方
」

に
お
い
て
、
こ
こ
で
い
う
「
非
財
務
情
報
」
に
、
い
わ

ゆ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
が

明
確
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
補
充
原
則
三
–
一
①
に
お
い

て
、
企
業
が
利
用
者
に
と
っ
て
付
加
価
値
の
高
い
記
載

と
な
る
よ
う
に
す
べ
き
情
報
開
示
に
、
有
価
証
券
報
告

書
な
ど
の
法
令
に
基
づ
く
開
示
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明

確
化
さ
れ
て
い
る
。

　

企
業
が
非
財
務
情
報
を
含
む
情
報
の
法
定
・
任
意
開

示
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
示
の
役
割

や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
心
も
踏
ま
え
、
適
切
に
開

示
内
容
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四　

本
改
訂
に
伴
う
実
務
対
応

１　

本
改
訂
に
伴
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
更
新

　

本
改
訂
に
伴
い
、
上
場
会
社
に
お
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
報
告
書
（
以
下
「
ガ
バ
ナ

ン
ス
報
告
書
」と
い
う
）（
注
八
）の
更
新
が
必
要
と
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
上
場
会
社
は
、
有
価
証
券
上
場
規
程

（
注
九
）
に
お
い
て
、
コ
ー
ド
の
各
原
則
を
実
施
し
な
い

場
合
の
理
由
の
説
明
を
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
に
記
載
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
本
改
訂
に
よ
り
変

更
ま
た
は
追
加
さ
れ
た
原
則
（
注
一
〇
）
を
実
施
し
な

い
場
合
に
は
そ
の
理
由
の
説
明
の
記
載
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
コ
ー
ド
に
は
、
特
定
の
事
項
を
開
示
す
べ

き
と
す
る
原
則
が
存
在
し
、
本
改
訂
で
は
、
そ
う
し
た

原
則
の
一
部
も
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
注
一

一
）、
改
訂
後
の
こ
れ
ら
の
原
則
を
実
施
す
る
に
当
た
っ

て
は
、そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
開
示
事
項
の
更
新
も
必
要

と
な
る
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
内
容
の
う
ち
コ
ー
ド
に
関
す

る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、

定
時
株
主
総
会
の
日
以
後
遅
滞
な
く
、
変
更
後
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
報
告
書
の
提
出
を
行
う
必
要
が
あ
る
（
注
一
二
）

が
、
本
改
訂
に
伴
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
更
新
は
、

準
備
が
出
来
次
第
速
や
か
に
、
か
つ
、
遅
く
と
も
二
〇

一
八
年
一
二
月
末
日
ま
で
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

（
図
表
２
参
照
）（
注
一
三
）。
そ
の
際
、
改
訂
さ
れ
た
コ
ー

ド
の
原
則
に
つ
い
て
、
実
施
す
る
意
思
が
あ
っ
て
も
、

本
年
一
二
月
末
日
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
に
あ
っ
て
は
、「
コ
ー
ド
の
各
原
則
を
実
施
し
な
い

理
由
」
の
説
明
に
お
い
て
、
今
後
の
取
組
予
定
や
実
施

時
期
の
目
途
を
記
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
注
一

四
）。

　

な
お
、
本
年
一
二
月
末
日
ま
で
の
期
間
は
、
コ
ー
ド

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
改
訂
前
の
コ
ー
ド
に
基
づ

い
て
開
示
を
行
う
こ
と
で
も
差
し
支
え
な
い
。
当
該
期

間
に
お
い
て
は
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
基
づ
く
も
の
と
改

訂
前
の
コ
ー
ド
に
基
づ
く
も
の
と
が
混
在
す
る
こ
と
と

な
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
わ
か
り
や
す
さ
の
観
点
か

ら
、
更
新
の
際
に
新
旧
コ
ー
ド
い
ず
れ
に
基
づ
く
記
載

で
あ
る
か
を
明
記
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

た
と
え
ば
、「
コ
ー
ド
の
各
原
則
を
実
施
し
な
い
理
由
」

の
記
載
欄
に
お
い
て
、「
す
べ
て
の
原
則
に
つ
い
て
、
二

〇
一
八
年
六
月
の
改
訂
前
の
コ
ー
ド
に
基
づ
き
記
載
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
原
則
に
つ
い
て
の
改
訂
を
踏
ま
え

た
更
新
は
二
〇
一
八
年
●
月
頃
に
行
う
予
定
で
す
」
と
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い
っ
た
記
載
を
、「
コ
ー
ド
の
各
原
則
に
基
づ
く
開
示
」

の
記
載
欄
に
お
い
て
、「
原
則
二
–
六
に
つ
い
て
は
二

〇
一
八
年
六
月
に
改
訂
さ
れ
た
コ
ー
ド
に
基
づ
き
記
載

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
原
則
に
つ
い
て
は
改
訂
前

の
コ
ー
ド
に
基
づ
き
記
載
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
原
則

に
つ
い
て
の
改
訂
を
踏
ま
え
た
更
新
は
二
〇
一
八
年
●

月
頃
に
行
う
予
定
で
す
」
と
い
っ
た
記
載
を
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
本
改
訂
で
は
、
東
京
証
券
取
引
所
の
マ
ザ
ー

ズ
お
よ
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
の
上
場
会
社
が
実
施
し
て
い

な
い
場
合
に
理
由
の
説
明
が
必
要
と
な
る
基
本
原
則

（
注
一
五
）
に
変
更
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
上
場
会
社
に
つ

い
て
は
特
段
の
対
応
は
必
要
な
い
（
注
一
六
）。

２　

本
改
訂
に
伴
う
更
新
後
の
対
応
等

　

改
訂
版
コ
ー
ド
に
基
づ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
更

新
内
容
に
つ
い
て
、
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
以
後
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
原
則
ど
お
り
、
変
更
後
最
初
に

到
来
す
る
定
時
株
主
総
会
の
日
以
後
遅
滞
な
く
更
新
す

る
こ
と
で
差
し
支
え
な
い
。
た
だ
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
報

告
書
の
更
新
の
適
時
性
を
評
価
す
る
投
資
家
の
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
定
時
株
主
総
会
前
の
更
新
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

３　

新
規
上
場
時
お
よ
び
市
場
変
更
時
の
取
扱
い

　

市
場
第
一
部
ま
た
は
市
場
第
二
部
（
以
下
「
本
則
市

場
」
と
い
う
）
に
新
規
上
場
す
る
場
合
に
は
、
新
規
上

場
時
に
、
そ
の
時
点
で
有
効
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
の
す
べ
て
の
原
則
に
基
づ
く
内
容
を
記

載
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
改
訂
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
会
社
に
つ
い
て
も
、
前
述
し
た
既
存
の
本
則
市

場
上
場
会
社
と
同
様
の
取
扱
い
と
な
る
よ
う
、
本
年
一

二
月
末
日
ま
で
に
新
規
上
場
承
認
さ
れ
る
銘
柄
に
お
い

て
は
、
新
規
上
場
の
時
点
で
は
改
訂
前
の
コ
ー
ド
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
場

合
に
は
、
前
述
と
同
様
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
記
載
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
を
、
準
備

が
出
来
次
第
速
や
か
に
、
か
つ
、
遅
く
と
も
本
年
一
二

月
末
日
ま
で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
本
年
一
二
月
末
日
ま
で
に
マ
ザ
ー
ズ
ま
た
は

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
か
ら
本
則
市
場
に
市
場
変
更
す
る
銘
柄

が
市
場
変
更
時
に
提
出
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
も
同

様
の
取
扱
い
と
し
て
い
る
。

五　

お
わ
り
に

　

改
訂
版
コ
ー
ド
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま

え
、
投
資
家
と
企
業
と
の
間
で
建
設
的
な
対
話
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
通
じ
、
企
業
が
、
自
社
の
経
営
理
念
に
基

づ
き
、
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向

上
を
実
現
し
、
ひ
い
て
は
経
済
全
体
の
成
長
と
国
民
の

安
定
的
な
資
産
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
本

稿
の
結
び
と
し
た
い
。

（
注
一
） 

東
京
証
券
取
引
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
改
訂
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
公
表
」〔https://

w
w

w
.jpx.co.jp/new

s/1020/20180601.htm
l

〕）
お
よ

〔図表２〕　ガバナンス報告書の更新スケジュール

６月
2019年
３月末

【例：３月期決算会社の場合（イメージ）】

改
訂
版
コ
ー
ド
施
行 定

時
株
主
総
会

定
時
株
主
総
会

12月末

準備が出来次第、速やかに
（遅くとも12月末までに）提出

通常の更新

本改訂に伴う更新

６月

遅滞なく提出

通常の更新

遅滞なく提出

本改訂に基づく
更新の期限

12月末

（適時の更新）
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び
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「『
投
資
家
と
企
業
の
対
話

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
確
定
に
つ
い
て
」〔http://w

w
w

.

fsa.go.jp/new
s/30/singi/20180601.htm

l

〕）
参
照
。

（
注
二
） 
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂

案
に
つ
い
て
は
本
年
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
二
九
日
ま

で
の
間
、
ま
た
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
に
つ
い
て
は

本
年
三
月
二
六
日
か
ら
四
月
二
九
日
ま
で
の
間
、
そ
れ

ぞ
れ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂

案
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
六
九
お
よ
び
四
一
の
国
内
外
の
個
人
お
よ
び
団
体
か

ら
、
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。

（
注
三
） 

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
へ
の

対
応
状
況
と
今
後
の
会
議
の
運
営
方
針　
『
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
』
意
見
書

⑴
」（
平
成
二
七
年
一
〇
月
二
〇
日
公
表
）。

（
注
四
） 

「
会
社
の
持
続
的
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価

値
の
向
上
に
向
け
た
取
締
役
会
の
あ
り
方　
『
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
』
意
見
書

⑵
」（
平
成
二
八
年
二
月
一
八
日
公
表
）。

（
注
五
） 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
策
定
時

の
原
案
（
平
成
二
七
年
三
月
五
日
公
表
）
の
前
文
一
四

に
お
い
て
は
、
コ
ー
ド
に
は
「
監
査
役
会
設
置
会
社
を

想
定
し
た
幾
つ
か
の
原
則
（
監
査
役
ま
た
は
監
査
役
会

に
つ
い
て
記
述
し
た
原
則
）
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
原
則
に
つ
い
て
は
、
監
査
役
会
設
置
会
社
以
外

の
上
場
会
社
は
、
自
ら
の
機
関
設
計
に
応
じ
て
所
要
の

読
替
え
を
行
っ
た
上
で
適
用
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
脚
注
も

こ
う
し
た
趣
旨
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
注
六
） 

「
政
策
保
有
株
式
」
に
は
、
一
般
的
に
は
、
企
業

が
純
投
資
以
外
の
目
的
で
保
有
し
て
い
る
株
式
の
ほ

か
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
脚
注
で
明
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
に

お
け
る
「
み
な
し
保
有
株
式
」
な
ど
の
、
企
業
が
直
接

保
有
し
て
い
な
い
が
、
企
業
の
実
質
的
な
政
策
保
有
株

式
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
企
業
同

士
が
互
い
の
株
式
を
相
互
に
持
ち
合
う
、
い
わ
ゆ
る
株

式
の
持
合
い
の
ケ
ー
ス
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
方

の
企
業
が
他
方
の
企
業
の
株
式
を
一
方
的
に
保
有
す
る

の
み
の
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
る
。

（
注
七
） 

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
お
い
て

は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
た
め
の
機

関
投
資
家
の
活
動
を
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
」

と
呼
ん
で
い
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
は
、
議

決
権
行
使
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
機
関
投

資
家
が
、
投
資
先
企
業
の
持
続
的
成
長
に
向
け
て
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
適
切
に
果
た
す
た
め
、
当

該
企
業
の
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
や
、
こ
れ
を

踏
ま
え
て
当
該
企
業
と
建
設
的
な
「
目
的
を
持
っ
た
対

話
」（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
を
行
う
こ
と
な
ど
を
含

む
、
幅
広
い
活
動
を
指
す
も
の
で
あ
る
（
前
文
六
）。
な

お
、
こ
う
し
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
行
う
た

め
の
専
門
性
は
、
銘
柄
選
択
等
を
中
心
と
し
た
資
産
運

用
に
際
し
て
の
専
門
性
と
は
必
ず
し
も
同
様
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
八
） 

コ
ー
ド
に
基
づ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
に
お
け

る
開
示
に
つ
い
て
、
佐
藤
寿
彦
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
に
伴
う
上
場
制
度
の
整
備
の

概
要
」
本
誌
二
〇
六
五
号
（
二
〇
一
五
）
五
七
頁
。

（
注
九
） 

東
京
証
券
取
引
所
有
価
証
券
上
場
規
程
四
三
六

条
の
三
。

（
注
一
〇
） 

具
体
的
に
は
、
原
則
一
–
四
、
補
充
原
則
一

–
四
①
、
補
充
原
則
一
–
四
②
、
原
則
二
–
六
、
原
則

三
–
一
ⅳ
・
ⅴ
、
補
充
原
則
三
–
一
①
、
補
充
原
則
四

–
一
③
、
補
充
原
則
四
–
二
①
、
補
充
原
則
四
–
三
②
、

補
充
原
則
四
–
三
③
、
原
則
四
–
八
、
補
充
原
則
四
–

一
〇
①
、
原
則
四
–
一
一
、
原
則
五
–
二
で
あ
る
。

（
注
一
一
） 

具
体
的
に
は
、
原
則
一
–
四
、
原
則
二
–
六
、

原
則
三
–
一
ⅳ
・
ⅴ
で
あ
る
。

（
注
一
二
） 

東
京
証
券
取
引
所
有
価
証
券
上
場
規
程
四
一

九
条
二
項
、
同
施
行
規
則
四
一
五
条
二
項
・
一
項
二

号
。

（
注
一
三
） 

東
京
証
券
取
引
所
有
価
証
券
上
場
規
程
二
〇

一
八
年
六
月
一
日
改
正
付
則
二
項
。

（
注
一
四
） 

そ
の
ほ
か
、
実
施
し
な
い
理
由
の
説
明
に
当

た
っ
て
は
、
自
社
の
個
別
事
情
を
記
載
す
る
こ
と
や
、

代
替
手
段
に
よ
っ
て
コ
ー
ド
の
趣
旨
を
実
現
し
て
い
る

場
合
に
は
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
。

（
注
一
五
） 

東
京
証
券
取
引
所
有
価
証
券
上
場
規
程
四
三

六
条
の
三
第
二
号
。

（
注
一
六
） 

マ
ザ
ー
ズ
お
よ
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
の
上
場
会

社
に
お
い
て
も
、
本
改
訂
を
自
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

を
見
直
す
契
機
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
想
定
さ
れ

る
。

（
た
は
ら
・
や
す
ま
さ

わ
た
な
べ
・
こ
う
じ

そ
め
や
・
ひ
ろ
し

や
す
い
・
け
い
た
）


